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コ ー ス：授業実践力向上コース 
 
 
 
新型コロナウイルス感染症拡大を踏まえて、令和 3 年 2 月 19 日に文部科学省から出された「新型コロナウイルス感染症に対

応した持続的な学校運営のためのガイドライン」では、小学校、中学校、全日制・定時制課程の高等学校、特別支援学校におい

て、臨時休業又は出席停止等により、やむを得ず学校に登校できない児童生徒に対する学習指導についての対応がまとめられて

いる。この通知に関して、以下の問に答えなさい。 
 
問：「新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のためのガイドライン」（一部改変）では学習指導について、以下

のように明記されている。 
 

感染の状況に応じて、一定の期間児童生徒がやむを得ず学校に登校できない場合などには、例えば同時双方向型のウェブ

会議システムを活用するなどして、指導計画等を踏まえた教師による学習指導と学習状況の把握を行うことが重要であるこ

と。 

学習指導を行う際には、感染の状況に応じて、地域や学校、児童生徒の実情等を踏まえながら、主たる教材である教科書

に基づいて指導するとともに、教科書と併用できる教材等（例えばデジタル又はアナログの教材、オンデマンド動画、テレ

ビ放送等）を組み合わせたり、ICT環境を活用したりして指導する ことが重要であること。 

 
下線部について、あなたはどのような授業が構想できますか。教科や教科外活動などを例として挙げ、具体的に授業の展開

や工夫について 1200 字程度で説明しなさい。 
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【出題の意図】 

通常の状況下においても、GIGA スクール構想により、2021 年度から児童生徒 1 人 1 台にタブレット端末

が配布され、教室での無線 LAN 接続ができる環境整備が行われています。そのため、学校での学習指導にお

いて ICT 教材を活用したり、オンデマンド教材を用いて家庭学習を促進したりする必要があります。この問

題としては、そういった現在の学校教育の環境変化について理解しており、取得見込みの免許種や科目に応じ

て、教科の授業や家庭学習のための課題においてどのように ICT 教材を用いた授業ができるのか、考察でき

るかどうかを判定します。具体的な学年や教科等を想定して、授業や家庭学習の課題として、どういった方針

で、どのような取組み内容を構想できるのか、論理的に説明できているかどうかが問われます。 
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